
641

第 9章

解説 『やさしい理系数学』
[122]

9.1 はじめに

この本では (三ツ矢和弘 2013,『やさしい理系数学』)の例題を元に脳内授
業の仕方を説明します. 脳内授業に関しては同じく Kindle で出版している
『独学のすゝめ』(相転移 P 2015)を参考にしてください. この本を書いた理
由は,まさに上の『独学のすゝめ』の読者さんに「実際にどう独学を進めれ
ばいいかわからない,わかりづらい」と相談されたからです. そこで,実際に
『やさしい理系数学』の例題を使って受験生に指導したときのノートを公開

する形でこのご要望に応えました. この本はよく「解説が少ない」と言われ
ます. 使ってみてわかりましたが別解もたくさんあってなかなか楽しい本で
すが,やっぱり受験生は使いづらいみたいです. そういうこともあって,毎回
資料を準備して指導していました. それがこの本の雛形になっています.
ほぼ暗記しかやりようがないような問題や微分方程式などいまの課程外の

問題もあるため,全ての例題を解説しているわけではありません. 何より,ど
んな感じで脳内授業していけばいいかを説明する素材として『やさしい理系

数学』(三ツ矢和弘 2013)を使っているだけなので,あらかじめご了承くださ

http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0105K4YN8/ref=as_li_qf_sp_asin_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=1211&creativeASIN=B0105K4YN8&linkCode=as2&tag=phasetr-22
http://www.amazon.co.jp/gp/product/4777213633/ref=as_li_qf_sp_asin_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=1211&creativeASIN=4777213633&linkCode=as2&tag=phasetr-22
http://www.amazon.co.jp/gp/product/4777213633/ref=as_li_qf_sp_asin_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=1211&creativeASIN=4777213633&linkCode=as2&tag=phasetr-22
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い. 正式な解答や演習問題についてはきちんと『やさしい理系数学』を買っ
て確認してください. 量をこなせばいいわけでもないですが,例題の 50題だ
けでは少なすぎるのも事実です. 薄い本なので全体を通して取り組みやすい
です. 演習問題まできちんとやりましょう. 演習問題ふくめ,「この本に載っ
ていない分の問題の授業の様子も知りたい!」というご要望があれば,追加は
検討します. 指導していた生徒さん達がとても素直だったこともありますが,
この内容で指導した高 3生は 3ヶ月指導しただけで偏差値が 47から 62ま
で上がりました. 『やさしい理系数学』は難しく気楽に読める本ではないで
しょう. でも,読めば必ず身になるよい本です. 特に難関大の理系受験生の皆
さんはこの副読本も参考にしながら『やさしい理系数学』をしゃぶり尽くし

てください. 何か聞きたいことがあれば, 著者略歴にある LINE などの連絡
先に気軽に連絡してください. 時間が取れる限りお返事しますし, 直接お返
事ができなくてもメルマガなど今後のコンテンツや活動の中でご意見を反映

させていきます. 質問や相談は数学じゃなくてもいいですよ.
もしかしたらあなたは私のこの本を読んで,「このくらいなら自分でもで

きる」「大した解説じゃない」「このくらいの解説なら自分でもできる」と

思ったかもしれません. そんなあなたはぜひ数学科に来てください. 教官含
め, 数学科の人達はそういう人材を待ち望んでいます. 私は中高と数学が苦
手で,受験でも苦しんで「こんなに数学ができないんじゃ数学科に行っても
何にもならないだろう」と思い, 物理学科に進学しました. 物理もたいがい
ひどかったですが数学よりはよかったのです. それでも大学に入ってからも
ずっと数学を勉強し続け,大学院では東大の数学科 (数理科学研究科)に行っ
て何とかやっていけるくらいに数学への耐性だけはつきました. まがりなり
にもきちんと研究して成果も残せました. どんなに小さくマニアックな分野
の結果であろうとも,世界ではじめての,前人未踏の結果です. 現時点ですら
「この程度」の解説しか書けず,受験でこれ以上ないほど数学で苦しんだ私で
も, です. 私の受験生の頃の数学はもちろん今よりもはるかにひどい状態で
した. ここまでの深さで数学を理解もしていなかったし, きちんと暗記もで
きていませんでした. それでも努力を続けて大学院で数学科に進学するレベ
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ルになりました. あなたがいまの時点で私を越えているならすごいことです.
もっと遠く深い世界に行けるでしょう. 数学科でなくても大学は楽しいです.
大学進学後は思う存分学業に打ち込んでください.
さて, 本題に戻ってこの本に関する説明に戻ります. 実際の指導で何度も

強調したことは実際に本文でも説明していますが,ここにもまとめておきま
しょう. メインは次の 2つです.

• 覚えるべきことはきっちり覚える.
• 実験してみる.

まずは言うまでもないこと, 暗記です. 数学ではよく理解が大事と言われ
ます. それは当然です. そのうえで覚えるべきことはきっちり覚えてくださ
い. 極端なことを考えてみましょう. 微分積分の理論それ自体を試験本番の
短かい時間で思いつける自信がありますか? ふつうの人どころか天才でも無
理です. 数学史,人類史に名を残すレベルの天才が何年,何十年もかけてよう
やく思いついた解法があって, それが前提になっている問題があります. む
しろ「昔の人はすごいこと思いついたな」と素直に驚くところです. 微分積
分はニュートンやライプニッツのように,数学史,科学史,人類史に名を刻む
天才が長い時間をかけて見つけた概念です. そんなのが試験時間中にホイホ
イ思いついたら苦労しません. 大学受験で出てくる問題とその解法にはその
レベルの「こんなもん試験時間内に思いつくか」という解法が割とたくさん

あります. そういうのはもう覚えておくしかありません. 時間をかければ思
いつけるかもしれませんが, そんな危険な勝負は勧められません. あなたは
大学に入って自分の好きな勉強をすることが一番の目的のはず. 大学入試は
さっさと通り抜けてほしいです. 私は一浪したとき, 早く大学に入りたくて
たまりませんでした. 浪人が無駄とまでは言いませんが意味もなく遠回りを
することもないでしょう.

(相転移 P 2015,『独学のすゝめ』)でも説明しているように,大学で覚えな
ければいけないことは,少なくとも高校 3年間でやる量とは比べものになら
ないくらいたくさんあります. 日本史, 世界史, 地理や英単語のように, どう
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したって覚えていないといけないことはたくさんあります. 数学でも同じで
す. 身近に大学生がいるなら,知っている数学の定理や公式,理論を名前だけ
でも挙げてもらってください. どれだけ多くのことを覚えていないといけな
いかがわかります.
理解はもちろん大切です. 理解しなくていいとは一言も言っていません.

ただ特に難関大学を受ける生徒さんほど理解を重要視しすぎて暗記がおろそ

かになってしまって,点数が伸びないことがあるから,あえて強調して言って
います. むしろ理解にばかり重心があって暗記がおろそかになっている人が
とても多いです. 受験生の頃の私もそうでした. 私の失敗をくり返してもら
いたくありません. 覚えるべきことはきっちり覚えてください.
本当にひらめきが必要になったとしたら, それはもう受験勉強ではなく

て研究です. 大学受験や大学院の院試すら飛び越えています. そんなこと,そ
もそも求められていません. 私が学部のときの指導教官, 早稲田の応用物理
学科の大谷光春先生は,自分が一番いい仕事,研究をしたときのことを次のよ
うに言っていました.

あのときは自分でひらめいたというよりも, 天からパーッと啓示が
ふってきたかのようだった. あの感覚は言葉で言い表せない.

試験会場でこんなことになったら,むしろその感動で試験どころではなく
なってしまいます. 実際センター試験中にある数学的な事実に気付いてしま
い,感動してしまってどうしようもなくなってしまった,という人が本当にい
ます.
数学だとあまりにも暗記についての認識がおかしい人がいます. きちんと

した暗記は本当に必要です. 他にも勉強法についていろいろ言いたいことは
ありますが,詳しくは『独学のすゝめ』(相転移 P 2015)を読んでください.
次,実験です. 受験であまり強調されているのを見たことがないのですが,

数学に限らず研究するときにも大切なことです. 単に受験というだけではな
くて, 大学・大学院で研究するときにも大事だし, 社会に出てビジネスする
ときにも大事です. あとで具体的な問題で具体的に解説しますが, いきなり

http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0105K4YN8/ref=as_li_qf_sp_asin_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=1211&creativeASIN=B0105K4YN8&linkCode=as2&tag=phasetr-22
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一般的に考えないで具体的な値で試してみるといったことです. 当たり前と
思っている人には当たり前ですが,できていない人,もっと言えばそもそも知
らない人も多いのです. ここではふわふわしたことしか言えないので, ぜひ
本文を読んで実験という大学・大学院に入ってからも使える大切な研究手法

を身につけてください. 具体的にどうやるかは本文をしっかり読んで真似し
て体得してください.
前置きが長くなりました. それでははじめましょう!
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